
医療機関用 様式第2号

登録日 令和4年6月15日 更新日 　　年　　月　　日

施 設 名 形 態

施 設 所 在 地

病 院 の 特 徴

募 集 診 療 科
( 常 勤 名 ・ 非 常 勤 名 ）

業 務 の 内 容

雇 用 期 間

就 業 時 間 当 直 の 有 無

時 間 外 勤 務 　有
就 業 時 間 の
特 記 事 項

休 暇

年 収 賃 金 体 系

基 本 給

賞 与 昇 級

通 勤 手 当 住 宅 手 当

そ の 他 手 当 等

社 会 保 険 等

保 育 施 設
２ ４ 時 間 保 育
病 児 保 育

その他福利厚生等

主 な 医 療 機 器

そ の 他 参 考 事 項

設 立 年 月 救 急 指 定

病 床 数 ６１４床 平均在院日数 １１．６日 患 者 数
（ １ 日 平 均 ）

医 師 数

職 員 数

標 榜 科

交 通 機 関

Ｈ Ｐ ア ド レ ス

（部　　　署） （職・氏名）　　　

（電話番号） （E-mail）

有
（２回／年）

有

循環器内科、内分泌・代謝内科、消化器内科、腎臓内科、膠原病・リウマチ内科、呼吸器内科、呼吸器腫瘍内科、血液内科、
神経内科、精神科、小児科、外科、整形外科、形成外科、脳神経外科、呼吸器外科、心臓血管外科、小児外科、皮膚科、泌尿
器科、婦人科、産科、新生児内科、眼科、耳鼻咽喉科、放射線科、内視鏡科、歯科口腔外科、麻酔科、リハビリテーション科、
救命救急センター、臨床検査科

　有
　４～５回／月

　外来・入院患者の診療及び治療

担当
総務経営課人事班

０９７－５４６－７２８２

主査　森竹　亮介

a80200@pref.oita.lg.jp

https://www.oitapref-hosp.jp/

　常勤　８５６名　　　・　　非常勤　２５２名　　　・　　合計　１，１０８名　　　※医師数も含む

大分県病院局職員の給与に関する規程
による

　常勤　１２３名　　　・　　非常勤　６５名　　　・　　合計　１８８名

　〒870－8511
　大分市大字豊饒二丁目８番１号

日本医療機能評価機構認定病院
臨床研修指定病院
災害拠点病院（基幹災害医療センター）
がん診療連携拠点病院
DMAT指定病院
救命救急センター（三次救急指定病院）　ほか

　　５歳まで 　　利用可能日（月～金、土、日曜日、祝日）
　 （敷地内）　   （保育時間 ７：３０　～１８：３０）

（２４時間保育）　　有
（病児保育）　　　　有

MRI、全身用X線CT装置、アンギオ、超音波診断装置、超音波内視鏡及び内視鏡システム、超音波ガイド治療支援システム、
多人数透析液供給装置、超音波白内障手術装置、手術用顕微鏡、X線テレビ装置、ガラス体手術システム、血液ガス分析装
置、術中生体情報監視システム、ライナック装置、ガンマカメラシステム　ほか

医師宿舎あり

精神科（常勤又は非常勤１名）

宿日直手当、扶養手当、救急勤務医手当　ほか

　常勤　　 ８：３０～１７：１５（うち、休憩時間６０分）
　非常勤　８：３０～１７：００（うち、休憩時間９０分）

　明治１３年、大分市高砂町で病床数３０床で開院し、以来、がんセンターの併設（S44）や現在地（豊饒）への新築移転（H4)な
ど幾多の変遷をたどりながら、現在では一般病床５６６床、精神病床３６床、感染症病床１２床の６１４床で運用している。病診
連携を推進するなど地域との連携を図りながら、救急や急性期医療の推進、総合周産期母子医療センター及び外来化学療
法室の設置（H17）など、高度・専門、特殊医療分野への重点化を図るなど、県民医療の基幹病院としての役割を担っている。
また、平成20年11月には県内の救急医療のさらなる充実を図ることを目的として「救命救急センター」を開設した。さらに、平
成22年度には７：１看護体制の導入、電子カルテの稼働、令和2年10月には精神科救急医療と身体合併症の急性期の対応等
を行う「精神医療センター」の開設等により医療の質の向上と効率化を図っている。

◆週休２日　　（土・日曜日、祝日）
◆年次有給休暇（　有　）　◆特別休暇（　有　）　◆その他の休暇（育児休業、介護休暇、忌引休暇）

大分県病院局職員の給与に関する規程
による

月給制

大分駅からタクシーで１５分、バス：大分市内中心部から約25分間隔で運行

外来　８２６人
入院　４２２人

　指定無し

[常勤]共済保険・退職金・医師賠償保険　　[非常勤]雇用保険・医師賠償保険

無

【非常勤】大分県病院局会計年度任用職員の管理に関する規程による

「ドクターバンクおおいた」求人登録票

明治１３年３月 有

大分県立病院 病院

有
（１回／年）


